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＜連絡事項＞

· 10/10（金）、10/13（月）の二日間、ローテーション研修で新人スタッフが２名（寺沢さん、大井さん）体験に来られる。外来研修は、10/10午前に寺沢さん、10/13午前に大井さんが行い、その後に通所体験となる。

· 10/9（木）～10/10（金）医学会研修あり。

· 本日、東北メディカル学院作業療法学科の学生２名（東　新さん、柳本　賢さん）が体験に来られている。

＜外来患者様情報＞

· 関　　秀治　様～風邪気味で、仕事の後に内科受診して内服を貰ってきたと話されている。鼻声き

かれている。

· 田名部　一樹様～先週採血を行っており、ビリルビンの値が正常値よりやや高めの結果。検査ミス

も考えられるため実際は正常であると説明するが、再検を希望している。来週、ビリルビンのみ再検予定。

· 伊藤　雄一　様～青山荘で、1階の部屋に移ったら落ち着いたと話されている。脈拍が40回/分台

であることがあるが、自覚症状はないとのこと。

· 関口　　禅　様～市の特定健診の案内が来ており、受けるかどうか悩んでいるとのこと。11/10眼

科受診予定とのことだが、項目はかぶらないので大丈夫だと説明している。

· 沢田　三朗　様～咳や微熱があるとのことで、風邪薬処方している。

· 横町　　浩　様～市の健康まつりに行って、尿検査をしたが異常はなかったとのこと。歩いている

と目がチカチカすることがあるが、休むと治ると話されている。

· 島浦　美千男様～電解質の採血を行っている。体重53kgだったが、51kgに減少。食事はきちんと

摂っているが、間食はしていないと話されている。夜間の睡眠は浅いが、特に支障はないとのこと。

· 久保　興介　様～採血と尿検査実施。尿検査は異常なし。最近は落ち着いており、学校の方は順調

とのこと。ゲームを購入したのか尋ねると、「はい。交流のきっかけになればと思って」と話されている。

＜通所利用者様情報＞

· 宮　　陽子　様～青山荘でのことで不満を訴えており、「靴を届かないところに移動させられた。

短歌の本がなくなったのはあの人のせいだ」と特定スタッフの名前を挙げている。外来受診時に担当医に相談すると話されているため、憶測だけではなくきちんと事実確認をしてから、事実のみを担当医に相談するように説明している。

· 駒目　　翔　様～季節の変わり目で喘息発作が起きやすくなっているため、メプチンの吸入器を持
参しており、自分で吸入を行っている。昨日も発作が起こったとのこと。発作が起こったとき必要な為、吸入器は体調に関わらず携帯するよう説明。また、今週水曜日、連絡なく欠席しており、本人に確認すると「連絡したような…」と話されている。欠席・遅刻をする際は必ず連絡をするように説明している。
· 澤　　昌利　様～昨日、最近のデイケア利用状況について、本人と担当スタッフで面談を行って
いる。最近、欠席がちであり利用日を減らしたいといった発言について確認すると、「実家の呉服店が倒産してお金がないのでデイケア利用を減らしたい。親は良いって言っている。先生には話していない」とのこと。このことは誰にも言わないで欲しいと本人希望あり。まず、担当医へ情報提供し、今後の対応について検討していく。
· 久保　興介　様～本日来所しており、他メンバー（本田様、田名部様など）と卓球をしたりゲーム
をしたりしている様子がみられている。プログラム中、表情硬くしてじっとしていることあり、声かけすると、「今日はこの後に友達と出かけるので、疲れたくない」と話されている。ホールでも、何処に座ればよいか迷っていることがあるため、行き場がない時はスタッフから積極的に声かけをし、孤立感のないように介入していく。
· 田向　玲美　様～来所持より、「ドジしちゃった」とスタッフに頻回に訴えてきている。妹様が勤
めている病院に、本人の友人の親が入院してこられ、友人がお見舞いに来ていたのを妹様が見たとのこと。そのことを妹様から聞いて、その友人にメールをしたところ、返信が返って来ないため、「どうしよう」と不安話されている。相手が忙しくて返信できないのかもしれない為、しばらく待ってみるよう説明。その後、相手が傷つかないように「誰にも言わないから」といった内容のメールを再送したところ、返信があり安心したと話されている。本人より不安訴えがあった場合は傾聴し、不安の軽減を図っていく。
· 高橋　洋子　様～今朝、パンを一口食べたら吐き気がしたと話されている。空腹時痛はなく、便通
のあるとのこと。昼食はそばのみ摂取。嘔気の原因として、水分の過剰摂取や喫煙、コーヒーの多飲が原因と考えられるため、控えるように説明していく。また、先週水曜日の外来受診時に「街に自転車で行きたい」と希望があり、担当医より交通量の多い場所へ自転車で行くことは控えるように説明されている。それが原因かは不明であるが、同時期より表情硬くしていることが多くみられている。自転車使用は可だが、交通量の多い場所は控えるようにと、本人の誤解がないように説明していく。
· 下妻　康貴　様～昨日、ナイトケア欠席していた中居美津子様より、本人の携帯電話に架電あり。
「何してるの？とか大した用事でもないのに架けてくる」「週3回くらいで、土日は必ずかかってくる。出ないと何回も架けてくるから仕方なく出る」と話されている。現在はまだストレスにはなっていないと話されている。過度であればスタッフから相手に声をかけるが、迷惑であれば自分から断ることも必要ではないかと話すと、笑って濁している。また、現在パセリー菜に勤務をしているが、新しい仕事も探していると話されている。

＜SST報告・検討＞

○デイナイトケア

SSTのお題：間違って他の人の物を使ってしまったとき

お題提供者：スタッフ

お題を決めた理由：お題前回も同じお題で行ったが、普段の場面で稲垣ふき様が他メンバーのコー

ヒーを間違って飲んでしまうということがあり、その時、稲垣様は相手の背中に

向かって謝っていたため、相手を怒らせてしまったことがあった。以前行ったこ

とが身についていない様子伺えた為、再度同じお題で行った。

実施時：　　　　・ロールプレイ（稲垣様と小野寺ノリ様）を行うと、稲垣様は相手の目を見て謝る

ことができている。評価し、今後、生活の場でも生かしていけるように説明して

いる。

・ウォーミングアップ実施の時点では、居眠りはほとんどみられていなかったが、午後のプログラムのせいか、ほとんどのメンバーが居眠りをしている状態であった。一人一人声掛けをして説明を行うと理解することが出来ていた。

今後について：　・ウォーミングアップで、気分が盛り上がるようなものを実施し、その雰囲気のま

まSSTに持って行くと居眠りする方も減り効果的と思われる。

・Ｂグループのメンバーからは、課題の提供は無い為、スタッフが事前に課題を用意しておく必要がある。

＜業務改善＞

○ナイトケアプログラムについて

ナイトケアは自主活動が多く、自主活動以外は水曜日のエアロビクスと木曜日の映画鑑賞のみ。メンバーから「ナイトケアは意味がない。ご飯を食べて風呂に入りにきているだけだ」という意見が聞かれている。

⇒・週に1回でも、自主活動の時間に卓球など何かをして、メンバー同士の交流を深める。

　・日中仕事をして疲れているメンバーも多く、休む場を提供するという役割もある為、プログラムへの強要はせず、促してみる。

　・メンバーが興味のあること、得意なことなどをそれとなく聞き、活動内容に組み込んでいくようにする。










